
社会資本総合整備計画 事後評価書

計画名 ： 人と環境にやさしい交通システムの構築による

「水と緑が魅せる心豊かな庭園都市」の創造（防災・安全）

岡山市

平成２７年３月



社会資本総合整備計画　　事後評価書
3 人と環境にやさしい交通システムの構築による「水と緑が魅せる心豊かな庭園都市」の創造（防災・安全）

平成２１年度～平成２５年度　（５年間） 岡山市

○人口１０万人当たりの交通死傷事故件数を５％低減
○緊急輸送道路及び跨線・跨道橋における耐震対策実施済み橋梁を２３．５％増加
○冠水する恐れのある地下道における冠水警報装置実施済み数を９５％達成
○市内中心部における自転車走行空間のネットワーク化を２３％達成
○歩行者・自転車利用環境を３０％向上

岡山市内において発生する交通死傷事故件数の低減率を算出する。 － 3 ％低減 5 ％低減
死傷事故低減率＝（１－整備後の死傷事故件数／整備前の死傷事故件数）×１００　※死傷事故件数は１０万人当たり

緊急輸送道路及び跨線・跨道橋で耐震化が必要な橋梁のうち、対策を実施した橋梁の割合を算出する。 12.5 ％ － 36 ％
耐震対策実施率＝（評価時点の耐震対策済橋梁数／耐震対策が必要な橋梁の総数）×１００

冠水警報装置が必要な地下道のうち、対策を実施した地下道の割合を算出する。 0 ％ － 95 ％
冠水警報装置対策実施率＝（評価時点の冠水警報装置対策済地下道数／冠水警報装置対策が必要な地下道の総数）×１００

自転車走行空間ネットワーク計画のうち、走行空間を確保した道路の割合を算出する。 13 ％ － 23 ％
自転車走行空間ネットワーク化率＝（評価時点の自転車走行空間延長／自転車走行空間ネットワーク計画延長）×１００

放置自転車の減少により歩行者、自転車の利用環境が向上されることから放置自転車の台数を調査する。 － 10 ％向上 30 ％向上
歩行者・自転車利用環境の向上率＝｛（整備前放置自転車台数－整備後放置自転車台数）／整備前放置自転車台数｝×１００

百万円 百万円 百万円 百万円

事後評価

○事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

平成２７年３月

岡山市において当該社会資本総合整備計画関係課メンバーにより事後評価を実施 公表の方法

岡山市ＨＰに掲載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　地方道路整備事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 道路 備考

種別 種別 対象 間接 主体 種別 H21 H22 H23 H24 H25
1-A1 道路 一般 岡山市 直接 国道 交安 自歩道整備　L=0.5km 岡山市 45

1-A2 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 自歩道整備　L=1.2km 岡山市 131

1-A3 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 自歩道整備　L=0.8km 岡山市 290 H24:地域自主戦略交付金

1-A4 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 歩道整備　L=2.4km 岡山市 238 H24:地域自主戦略交付金

1-A5 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 歩道整備　L=0.3km 岡山市 351

1-A6 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 改築 電線共同溝　L=1.0km 岡山市 442 H24:地域自主戦略交付金

1-A7 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 改築 電線共同溝　L=0.5km 岡山市 303 H24:地域自主戦略交付金

1-A8 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 改築 電線共同溝　L=0.4km 岡山市 57

1-A9 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 改築 電線共同溝　L=1.0km 岡山市 285 H24:地域自主戦略交付金

1-A10 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 歩道整備　L=1.5km 岡山市 146 H24:地域自主戦略交付金

1-A11 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 交差点改良 岡山市 4 H24:地域自主戦略交付金

1-A12 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 自歩道整備　L=0.3km 岡山市 721 H24:地域自主戦略交付金

1-A13 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 改築 電線共同溝　L=0.5km 岡山市 0

1-A14 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 歩道整備　L=30m 岡山市 67

1-A15 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 交差点改良 岡山市 111

1-A16 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 歩道整備　L=150m 岡山市 65 H24:地域自主戦略交付金

1-A34 街路 一般 岡山市 直接 S街路 改築 現道拡幅　L=0.2km 岡山市 3,051 H24:地域自主戦略交付金

1-A35 街路 一般 岡山市 直接 S街路 改築 バイパス　L=1.1km 岡山市 1,897 H24:地域自主戦略交付金

1-A36 街路 一般 岡山市 直接 S街路 改築 現道拡幅　L=0.8km 岡山市 990 H24:地域自主戦略交付金

1-A37 街路 一般 岡山市 直接 S街路 改築 現道拡幅　L=1.1km 岡山市 0

1-A38 街路 一般 岡山市 直接 S街路 改築 現道拡幅　L=0.9km 岡山市 0

1-A39 街路 一般 岡山市 直接 S街路 改築 バイパス　L=0.9km 岡山市 0

1-A40 街路 一般 岡山市 直接 S街路 改築 現道拡幅　L=0.5km 岡山市 0

1-A44 道路 一般 岡山市 直接 国道 修繕 橋梁補修 N=9橋 岡山市 197 H24:地域自主戦略交付金

1-A46 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 耐震化対策　N=1 岡山市 65

1-A47 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 橋梁補修 N=20橋 岡山市 337 H24:地域自主戦略交付金

1-A50 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 修繕 橋梁補修 N=27橋 岡山市 452 H24:地域自主戦略交付金

1-A53 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 注意喚起、視線誘導　N=5 岡山市 30 H24:地域自主戦略交付金

1-A54 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 修繕 注意喚起、視線誘導　N=15 岡山市 86 H24:地域自主戦略交付金

1-A55 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 舗装修繕　L=27.0㎞ 岡山市 677 H24:地域自主戦略交付金

1-A56 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 修繕 舗装修繕　L=15.5㎞ 岡山市 440 H24:地域自主戦略交付金

1-A58 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 自歩道整備　L=0.2km 岡山市 3 H24:地域自主戦略交付金

1-A59 道路 一般 岡山市 直接 国道 修繕 舗装修繕　L=7.0km 岡山市 72 H24:地域自主戦略交付金

1-A60 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 防災対策　L=0.2km 岡山市 58

1-A61 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 防災対策　L=0.3km 岡山市 50 H24:地域自主戦略交付金

1-A63 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 交差点改良 岡山市 140 H24:地域自主戦略交付金

1-A64 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 交差点改良 岡山市 9 H24:地域自主戦略交付金

1-A65 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 自歩道整備　L=0.4km 岡山市 0

1-A66 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 交安 交差点改良 岡山市 45 H24:地域自主戦略交付金

1-A67 道路 一般 岡山市 直接 国道 修繕 注意喚起　N=1 岡山市 6 H24:地域自主戦略交付金

1-A68 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 交安 自歩道整備　L=0.4km 岡山市 4

1-A69 道路 一般 岡山市 直接 国道 修繕 道路修繕　 岡山市 5

1-A70 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 道路修繕　L=2.7㎞ 岡山市 59 H24:地域自主戦略交付金

1-A71 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 修繕 道路修繕　L=1.0㎞ 岡山市 2 H24:地域自主戦略交付金

1-A72 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 通学路安全対策　L=7.6km 岡山市 18

1-A73 道路 一般 岡山市 直接 市町村道 修繕 通学路安全対策　L=1.1km 岡山市 24

1-A74 道路 一般 岡山市 直接 都道府県道 修繕 橋梁耐震化 N=7橋 岡山市 60

1-A75 道路 一般 岡山市 直接 国道 修繕 道路修繕　L=0.4㎞ 岡山市 2 H24:地域自主戦略交付金

合計 12,035

Ｂ　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 備考

種別 種別 団体 間接 主体 H21 H22 H23 H24 H25

1-B1 公園 一般 岡山市 直接 緑道整備　A=0.8ha 岡山市 92 H24:地域自主戦略交付金

1-B3 河川 一般 岡山市 直接 ポンプ場整備　1 /s/台×2台 岡山市 170

合計 262

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

1-B1

1-B3

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

平成27年3月12日

定量的指標の現況値及び目標値

交付対象事業

省略
工種

全体事業費
（百万円）

事業内容

（延長・面積等）

事業実施期間（年度）市町村名

定量的指標の定義及び算定式

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ｃ 10.5%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,443 効果促進事業費の割合13,740 12,035 262

計画の名称

計画の期間
計画の目標

計画の成果目標（定量的指標）

・人の安全確保を第一義として、歩行者も自転車も安心できるコンパクトな市街地構造を実現する。

交付対象

・安全な交通基盤を整備することにより、災害や事故に強く、安心して暮らせる福祉都市を形成する。

　市民の安全で安心な生活を守るため、災害や事故に強い都市基盤の整備を進めるとともに、都市内における公共交通と自動車交通を効率的に組み合わせ、さらに自転車の利用環境を整えることにより、公共交通を中心と
する人と環境にやさしい総合交通システムの構築を目指す。
　このため、以下の取り組みを実施する。

全体事業費

最終目標値中間目標値当初現況値

Ａ Ｂ

備考

市町村名省略
工種

事業内容

改良

新築

岩田町大学町線(A9)に隣接する西川緑道公園を再整備することで、災害に強いまちづくりを進める。

橋梁耐震化などの安全で災害に強い道路整備とあわせて、生活道路を含む地域全体の浸水対策としてポンプ場を整備し、安心して住み続けられる都市を形成する。

(主)岡山牛窓線　新永安橋外

錦町古京町線　相生橋外

(一)巌井野田線他

いずみ町青江線他

(都)幸町松崎線（西大寺中工区）

(国）２５０号　砂川橋外

(一)原尾島番町線　新鶴見橋

（延長・面積等）

要素事業名

要素事業名

(主)岡山児島線　新屋敷町～野田工区

中央町４号線

岩田町大学町線

九蟠１号線

(国）４２９号

(主)飯井宿線　古都南方

(一)江崎金岡線　金田～金岡西町

(一)今在家東岡山停車場線　清水～長岡

(一)総社足守線　岡山市下土田

(主)西大寺山陽線　西大寺駅前工区

津島南弓之町線

（主）岡山牛窓線　西大寺中野工区

いずみ町青江線

雄町関線（前沼一踏切）

西市２７号線他１路線（第２西市踏切）

平野延友線（庭瀬東踏切）

(都)上石井岩井線（寿町工区）

(都)下中野平井線（旭川工区）

(都)大元二日市町線（東古松工区）

(都)米倉津島線（万成工区）

(都)久米東岡山線

(都)中川駅前河本線

(主)岡山児島線他

いずみ町青江線他

西大寺松崎西大寺中１号線

(国)２５０号他

(主)佐伯長船線

(主)岡山賀陽線他１路線

(市)松尾楢津線外２路線　

(主)岡山玉野線　倉田工区

石関町３号線

小橋町沖元線

(国)４２９号

(一)当新田中仙道線　中仙道工区

(国)４２９号

西川緑道公園再整備事業

永江川排水ポンプ場整備事業

(国)２５０号

(主)岡山児島線他

西片岡久々井線他

(主)岡山玉野線他１路線

(市)原尾島７３号線他１路線

(主)妹尾御津線　引舟橋外６橋

（様式２）



Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 備考

種別 種別 団体 間接 主体 H21 H22 H23 H24 H25
1-C2 施設整備 一般 岡山市 直接 灯りによる安全対策 岡山市 18
1-C3 調査 一般 岡山市 直接 交通事故統合調査 岡山市 31 H24:地域自主戦略交付金

1-C6 施設整備 一般 岡山市 直接 Ｐ＆Ｒ駐車場等整備 岡山市 285 H24:地域自主戦略交付金

1-C7 施設整備 一般 岡山市 直接 公共交通利用促進 岡山市 96 H24:地域自主戦略交付金

1-C8 施設整備 一般 岡山市 直接 自転車利用環境整備 岡山市 84 H24:地域自主戦略交付金

1-C9 施設整備 一般 岡山市 直接 レンタサイクルシステム整備 岡山市 134 H24:地域自主戦略交付金

1-C10 施設整備 一般 岡山市 直接 駅周辺交通環境整備 岡山市 0
1-C11 施設整備 一般 岡山市 直接 自動二輪車駐車場整備 岡山市 0
1-C14 施設整備 一般 岡山市 直接 河川改修 岡山市 445 H24:地域自主戦略交付金

1-C15 修繕 一般 岡山市 直接 河川修繕 岡山市 158 H24:地域自主戦略交付金

1-C18 安全教育 一般 岡山市 直接 交通事故防止 岡山市 3
1-C20 計画・調査 一般 岡山市 直接 橋梁長寿命化修繕計画策定 岡山市 65 H24:地域自主戦略交付金

1-C22 計画・調査 一般 岡山市 直接 舗装補修基礎資料作成 岡山市 23 H24:地域自主戦略交付金

1-C23 計画・調査 一般 岡山市 直接 吉備線ＬＲＴ検討 岡山市 36 H24:地域自主戦略交付金

1-C24 計画・調査 一般 岡山市 直接 モビリティマネジメント 岡山市 7 H24:地域自主戦略交付金

1-C25 計画・調査 一般 岡山市 直接 交通実態調査 岡山市 22
1-C26 計画・調査 一般 岡山市 直接 陥没対策資料作成 岡山市 18
1-C27 計画・調査 一般 岡山市 直接 法面対策資料作成 岡山市 18

合計 1,443

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

1-C2

1-C3

1-C6

1-C7

1-C8

1-C9

1-C10

1-C11

1-C14

1-C15

1-C18

1-C20

1-C22

1-C23

1-C24

1-C25

1-C26

1-C27

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

　・　国道429号、雄町関線（前沼一踏切）等の歩道設置及びその他の交通安全事業により、交通死傷事故件数が減少した。
　・　(主)妹尾御津線　引舟橋ほか１７橋の耐震対策が実施され、緊急輸送道路等における耐震対策実施橋梁数が増加した。
　・　冠水警報装置が必要な地下道のうち２１箇所で対策を実施し、災害時の安全性が向上した。
　・　自転車走行空間の整備により、中心市街地の自転車空間ネットワーク化率が向上した。

指標①

Ⅱ　定量的指標の達成状況
指標②

指標③

指標④

指標⑤

３．特記事項（今後の方針等）

・　今後も災害や事故に強い都市基盤整備を行うことにより、安全・安心なまちづくりを進めていく。
・　計画に基づき、自転車走行空間のネットワーク化を進めて行く。
・　放置自転車に対する啓発・撤去を継続的に行うとともに、ニーズに応じた駐輪場を整備をすることで、放置台数を削減し、歩行者・自転車の利用環境向上に努める。

バス停の利用環境検討・整備

(都)下中野平井線(A35)などの放射・環状道路の整備とあわせて、市民の移動実態を把握することで、効率的かつ計画的な交通施策を実現し、交通利便性の高い都市の形成を図る。

津高地区の亜炭鉱採掘に伴う坑道跡の調査について物理探査や空洞調査を行い、幹線道路への影響や安定性評価を行うとともに対策工の必要性の検討を図る。

自転車 中心市街地の駐輪場、自転車レーン検討・整備

公共交通（バス）

(都)上石井岩井線(A34)などの道路整備とあわせて、市内中心部の自転車利用環境と回遊性の向上を図るためレンタサイクルシステムを構築する。

(都)上石井岩井線（A34）などの道路整備とあわせて、駅周辺の道路利用環境の向上を図るため観光バス駐車場を整備する。

(都)上石井岩井線(A34)などの中心市街地の道路整備とあわせて、広域的な交流拠点として利便性の高い魅力的な都市づくりを進めるために自動二輪車駐車場の整備を行う。

中心市街地のﾚﾝﾀｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ検討・整備

市町村名 全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

歩行者や自転車が夜間安全に道路を利用できるように、通学路を重点的に防犯灯の整備及び修繕（ＬＥＤ化）を行う。

(都)下中野平井線(A35)などの放射・環状道路の整備とあわせて、過度に車に依存した交通体系からバランスのとれた総合交通体系の実現のため、公共交通への転換を促進し、都市内の渋滞緩和を図る。

交通安全事業の計画策定に必要な交通事故統合調査を行う。

(都)久米東岡山線(A38)などの渋滞緩和を目的とする道路整備にあわせて、Ｐ＆Ｒ駐車場を整備して環境にやさしい交通システムの構築を図る。

(都)下中野平井線(A35)などの放射・環状道路の整備にあわせて、バス停の利用環境を向上させることでバス利用を促進し、渋滞を緩和して環境への負担を軽減する。

(都)上石井岩井線(A34)などの中心市街地の道路整備とあわせて、歩行者、自転車の道路利用環境を向上させるため駐輪場の整備を行う。

省略

道路防災総点検に基づき作成された防災カルテの更新を行い、法面防災対策を実施することにより道路の安全性の向上を図る。

交通事故防止を目的として、交通安全教育用の信号機を購入する。

橋梁や横断歩道橋の点検と長寿命化計画の策定を行い、効果的・効率的な維持管理を行っていくことで、安全性・信頼性の確保を図る。

道路の路面性状についてデータを収集し、調査・解析することにより効果的・効率的な修繕を行うことで、安全性の確保を図る。

(都)米倉津島線(A37)などの道路整備とあわせて、ＪＲ吉備線のＬＲＴ化検討を行うことで、公共交通と連携した総合交通体系の実現を目指す。

橋梁耐震化（A47）とにあわせて、河川改修をおこない災害に強い都市基盤を整備することで(一)上芳賀大窪線などの浸水対策を行う。

災害に強く安全に暮らせる都市を形成するために錦町古京町線(A50)橋梁耐震化とあわせて、普通河川の管理施設の機能確保や土砂堆積による流下能力の低下を改善することで、（主）妹尾御津線等などの道路を含めた地域の浸水対策を実施する。

工種

調査
安全対策

公共交通（バス）

防犯灯の設置及び修繕

（延長・面積等）

交通事故統合調査

Ｐ＆Ｒの駐車場等整備

事業内容

観光 駅周辺の観光バス駐車場検討・整備

自動二輪車 自動二輪車駐車場の検討・整備

安全対策 河川護岸の改修

自転車

安全対策 河川護岸の修繕、河道浚渫

公共交通 吉備線のＬＲＴ化に向けた調査検討

交通安全 教育用信号機の購入

計画・調査 橋梁・横断歩道橋の長寿命化修繕計画を策定する

計画・調査 路面性状調査を実施

計画・調査 道路防災法面点検の実施

計画・調査 公共交通の利用促進に向けた啓発活動

計画・調査 交通実態を把握するための調査

計画・調査 路面陥没による安全対策の検討業務

要素事業名

Ⅰ　定量的指標に関連する
　　　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 5%低減
目標値と実績値
に差が出た要因

人口１０万人当た
りの交通死傷事故
件数を低減 最終実績値 21%低減

最終目標値 36%
目標値と実績値
に差が出た要因

緊急輸送道路等に
おける耐震対策実
施済み橋梁を増加 最終実績値 47%

最終目標値 95%
目標値と実績値
に差が出た要因

冠水警報装置実
施済み数 最終実績値 95%

最終実績値 12%向上

最終目標値 23%
目標値と実績値
に差が出た要因

自転車走行空間
のネットワーク
化率

最終実績値 21%

    道路の交通安全対策及び、交通管理者の安全対策等の要因により毎年確実に件数が減少した。

    関係機関との早期協議や工事の早期発注等に努めた結果耐震対策の着実な実施が可能となったため。

    整備計画に従い、事業を実施することが出来た。

    計画的に自転車走行空間の整備を行う事により、概ね目標のネットワーク化率を達成した

    買い物などの短時間駐輪に対応した、駐輪場整備を行う事が出来なかった。

Ⅲ　定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状
況

最終目標値 30%向上
目標値と実績値
に差が出た要因

歩行者・自転車
利用環境を向上



計画の名称 人と環境にやさしい交通システムの構築による「水と緑が魅せる心豊かな庭園都市」の創造（防災・安全）
計画の期間 平成２１年度～平成２５年度　（５年間） 岡山市交付団体

（参考図面）

A7

A6

A37

A35

A36
A38

A39

A40

A44

A47

A50

A46

A10

A11

A14

A8
A9

A15

A16

A1
A5

A2

A3

A4

A12

A65

B1

B3

（様式３）

44-2

44-3

44-4

44-5

47-5

47-6

47-2

47-3

47-4

47-7

47-8

47-9

47-11

47-17

47-12

47-18

47-14

47-15

47-13

47-10

47-16

47-19

50-2

50-3

50-5
50-4

50-8

50-6

50-7

50-9

50-10

50-11

50-19

50-25

50-23

50-17

50-27

50-13

50-21

50-12

50-14

50-24

50-22

50-15

50-26

50-16

50-18

50-20

A55

A58

A60

A59

A61

A63

A64

A56

A34

C23

A66

A67

44-6

44-7

44-8

44-9

53-2

53-3

53-4

53-5

54-2
54-3

54-4

54-6

54-554-10

54-9

54-8

54-11

54-12

54-14
54-13

54-15

54-16

A54
A53

47-19

A71

A72

A70

A73

A75

A13

74-3

A74

75-2

A69


